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１． 全体的事項 

 

やわた市民文化事業団は設立以来、地域の芸術文化振興の拠点施設として、文化セン

ター及び松花堂庭園・美術館の管理運営並びに事業展開に努めてまいりました。  

令和４年度は、指定管理者制度導入以来４期目で、指定管理期間５年間のうち最終年

度の年でした。 また、次期指定管理の事業計画策定については、文化事業団一丸とな

って取り組みました。 

この４期指定管理期間においては、新型コロナウイルス感染症拡大により、残念なが

ら事業及び施設の貸し出し等の中止やキャンセルを余儀なくされ、文化・芸術分野にお

いて大きな影響を受けました。しかし、アルコール消毒やマスクの着用、換気等感染拡

大防止策を講じながら、利用者の安全に配慮した施設運営を行い、芸術文化の推進に努

めました。 

令和４年度の事業実施にあたっては、八幡市文化芸術振興条例を基に、やわた市民文

化事業団定款に掲げる事業を企画・実施しました。また、八幡市市制施行４５周年・八

幡市文化協会設立２０周年記念事業などを八幡市・文化協会と連携して取り組みました。 

文化センターでは、専門性を発揮して、舞台設備操作、自主事業企画の経験、技術、

知識を駆使し、市民に優れた文化芸術に親しむ機会や参加、創造する機会を提供し、松

花堂美術館では、開館２０周年記念事業を実施しました。また、公益財団法人として公

正な事業運営や次代を担う青少年の文化活動の促進にも努めました。 

両施設の建物・設備の管理については、効率的かつ効果的に稼働できるよう定期的に

保守点検を実施するとともに、日常的な安全管理の徹底に努め、設備の状況や改修の必

要性について市に報告・協議し、実施を働きかけました。 

文化センターのトイレは、昨年度に続き改修工事が実施され、全館のトイレ洋式化が

完了しました。松花堂庭園では、東高野街道沿いの塀の改修工事が完了しました。また、

令和１０年度までの改修期間を要する松花堂書院等の整備については、今年度は主に柱

等の建て起こしや小屋部分の木部組立工事が行われました。 

法人管理では、公益財団法人として適切な収支管理等に努めました。 

 

 文化事業団の資金収支ベース（事業活動収支、投資活動収支を含む。）の収支決算の

状況では、収入（前期繰越収支差額を含む。）は予算額３０２，７５２千円に対して

２９６，２４２千円、支出は予算額３０２，７５２千円に対して２８７，９２２千円、

収支差額８，３２０千円となりました。 

 施設別では、文化センターは人件費を含めた管理運営経費が１４９，４１３千円、施

設利用料金収入は２５，４３８千円、総利用件数は２，１６８件でありました。松花堂

庭園・美術館では管理運営経費が１０８，２７１千円、利用料金６，７２０千円に美術館



入館料１，１３５千円を加えた収入合計は７，８５５千円、入園・入館者数が２０，９６３人

でありました。 

 主催事業については、文化センターでは２４事業を実施し、事業費が４，１５７千円、

入場料等の事業収入は２，８５５千円でした。松花堂庭園・美術館では２５事業を実施

し、事業費が８，１０４千円、入場料等の事業収入は５，７４１千円でありました。 

 また、事業団の損益ベース全体（一般・指定正味財産増減。指定正味財産から一般正

味財産への振替を除く。）の収支決算の状況は、収入額２８０，７９４千円、支出額

２７６，２２５千円、当期正味財産増減額は、４，５６９千円となりました。（以上、

千円未満切り捨て表示。） 

 

 

２．文化センター 

 

 市民文化芸術活動の拠点施設である文化センターでは、新型コロナウイルス感染症

の状況を踏まえて入場定員緩和等の措置を受け、引き続き利用者の協力のもと、施設

の換気や感染防止対策を行い、施設利用の促進と市民文化振興事業の実施に努めま

した。 

 

 大ホールを含む２・３階部分のトイレ改修工事については、１２月から休館して

実施（一部８月実施）されました。施工にあたっては、市が進める工事が円滑に進

行するよう設計段階から参画し、施設利用の協力要請や利用者への告知のほか、工

事定例会議に参加し施設利用の休止や施工者との調整に努めました。 

 令和４年度実施事業は別葉のとおりですが、大型事業として八幡市市制施行４５

周年記念 NHK「新・BS 日本のうた」、三井住友海上文化財団助成「ザ・チェンバー

ブラス～Ｎ響金管奏者たち～」を開催し、合わせて市内中高吹奏楽部員を対象にク

リニックを実施しました。また、大ホールで京フィル「こどもスプリングコンサー

ト」、松花堂庭園・美術館との共同企画として映画「空中茶室を夢みた男」の上映の

ほか、さくらであい館との共催で「夏休みやわた人形劇場」、初めて午前中に「朝か

ら落語かい」、「市民ロビーミニコンサート」を開催しました。共催による映画鑑賞

事業は、主にシニア層を対象に３作品を上映しました。 

 以上の他、市民参加型事業として３年ぶりに「第２９回邦楽のつどい」を開催し、

また、京阪沿線施設と共催で新進のクラシック音楽家の発掘・育成を目的に「京阪

フレッシュアーティストコンサート」（守口文化センター）に参画しました。 

 

 また、文化関連団体が実施する市民文化振興事業に共催（市民文化祭等）、後援・

協力（佐藤康光杯争奪将棋大会等）し、円滑な事業実施に努めました。 

 



 施設管理では、電波法改正に伴うホール等のワイヤレスマイク設備更新、非常用

の自動火災報知設備、蓄電池設備更新のほか、利用者が安心安全に利用できるよう

施設の維持補修に努めました。 

 

 

３．松花堂庭園・美術館 

 

新型コロナウィルス感染症への対応については、ウイズコロナ・アフターコロナの機

運の広がりの中、利用者や職員等の感染拡大防止対策に取り組みながら、各事業の実施

並びに貸館・入園を含めた施設運営を行いました。 

 

それぞれの事業は別葉のとおりですが、事業の実施にあたっては、八幡市政策企画部

をはじめ、八幡市文化協会などと協議して決定しました。 

 

庭園事業では、令和４年４月より「日曜茶席」を再開し、次世代育成事業「書道教室」

は、令和４年度は１年を通して実施することができました。 

また、松花堂月釜会茶会（共催）や忌茶会、初釜会は人数を制限し開催することがで

きましたが、大学と協力して実施する「七夕茶会」や「学生茶会」については、依然と

して大学の校外活動自粛等により中止としました。 

新規の事業として、京都府立陶工高等技術専門校の協力のもと、同校の卒業生である

陶芸家吉村楽入氏の展覧会等を別館で開催しました。 

 

美術館では、初夏展「こんなんあります、近世絵画」、初秋の小展示「くらしに寄り

添う南山焼～煎茶のうつわを中心に～」、新春展「縁起もの‐卯年の春めく作品-」、早

春展「染型紙のデザイン」を開催し、また、八幡市市制施行 45 周年 松花堂美術館開

館 20周年記念事業として、春季企画展「田島周吾日本画の世界」、特別展「鎌倉ゆかり

の武家と弓と八幡をめぐる物語」を開催しました。 

特別展については、実行委員会を組織し、文化庁補助金を活用して、展覧内容を深め

ることができました。また、会期中には、展覧会みどころ解説等を行い、展覧会の内容

が深まるよう努めました。松花堂昭乗研究所事業は、毎月開講しました。 

 

文化財に指定されている内園部分については、文化庁並びに京都府文化財保護課とと

もに八幡市文化財課が進める復旧と改修工事に協力し、令和３年度に完了した草庵松花

堂については、工事再開までの期間（４月と５月）限定で公開しました。 

利用者や観光客の拡大・誘客については、京都府観光連盟やお茶の京都 DMO、八幡

市観光協会、石清水八幡宮とともに、近隣組織、施設と連携を深めながら、八幡市や京

都南部地域の観光客集客に向け、今後の営業活動に繋げられるように取り組みました。 


